
              

  平成30年6月以降相次いで発生した自然災害において、被災地域の医療機関では、停電や断水等により医療提供体制に大きな影響があったことから、都内発災時にも災害拠点病 

 院及び災害拠点連携病院が診療機能を維持し、傷病者に対して確実に医療を提供できるよう、病院の機能強化策を検討する。 

災害拠点病院・災害拠点連携病院の機能強化に関する検討部会の 

検討状況について 

 

【 委員構成 】  

 

 

【 検討内容 】 

 

 

【 構成 】 

  第1 検討部会の目的、検討体制、開催日程   第4 平成31年度の予定   

  第2 検討対象及び検討の方向性        第5 資料 

  第3 検討結果 

【主な記載内容 （「第３ 検討結果」から） 】 

 1 災害拠点病院・災害拠点連携病院が確保すべき機能 

  拠点病院と連携病院の各々の役割と必要なインフラ設備等の確保についての方向性を総論として記載 

 2 対策の方向性と課題（各論） 

 

 

 

 3 事業継続計画（BCP）の策定 

 4 対策の進め方 

  対策の推進にあたっての提言とともに、最終報告を待たずにすぐに取り組む対策及び実態調査に 

 ついて記載 

 ○ すぐに取り組む対策：国の拠点病院指定要件改正の周知、院内設備等の転倒・落下等の防止対策 

 ○ 実態調査を実施し、現況を踏まえて検討する対策 

 

資料１－１ 

１ 検討部会の設置目的 

２ 検討状況 ３ 中間のまとめ（案）の概要   

 
 
 

○対策ごとに 
 ・対策の方向性 
 ・今後の検討内容 
 ・課題      を記載 
○都水道局・都下水道局の取組を 
 紹介 

【第1回】 
平成30年 
12月27日 

 設備基準について、病院機能を維持し得る最低限の整 
備が必要である一方で、一律に高い基準を定めた場合、
基準を満たせなくなる病院が発生し、現在の災害医療体
制を維持できなくなる恐れがあるため、慎重な検討が必
要、との意見が多かった。 
 また、確保すべき電力や水などの量の調査や、設備の
現況調査が必要との意見があった。 
 
〔検討内容〕 
○ 昨年の災害を踏まえた課題及び検討の方向性の確認 
 平成30年に発生した災害の被害状況等 
 東京都の災害医療体制の現状 
 現状を踏まえた機能強化の方向性（案） 

【第2回】 
平成31年 
1月30日 

 第1回部会での意見を踏まえ、実態調査の上で慎重に
機能強化策を検討することになった。また、当初の検討
スケジュールを変更し、第3回までの検討結果をまとめ、
「中間のまとめ」として災害医療協議会に報告すること
とした。 
 
〔検討内容〕 
○ 機能強化のための取組の方向性（案）の検討 
 実態調査の実施に伴う検討スケジュールの変更 
 第1回意見を踏まえた各対策の検討 

【第3回】 
平成31年 
3月6日 

 中間のまとめ（案）について検討し、概ね案のとおり
了承された。 
 
〔検討内容〕 
○ 検討部会の中間のまとめ（案）の検討 
 これまでの意見を基にした「中間のまとめ（案）」 
 の検討 
 平成31年度のスケジュール（案） 

 災害医療コーディネーター、拠点病院・連携病院などの医師等の外、
ライフライン事業者等 計18人 

・停電対策 
・浸水対策、地震の揺れ対策 
・断水対策 

・下水・排水対策 
・その他の災害への対策 
・食料や飲料水の確保 

４ 平成３１年度以降の予定 

第1四半期
（4月～6月）

第2四半期
（7月～9月）

第3四半期
（10月～12月）

第4四半期
（1月～3月）

検討部会等

取組の推進等

平成31年度

平成32年度

●

第4回

●

第5回

●

第6回

★
災害医療協議会へ

最終報告

6月
拠点病院連絡会

国指定要件改正

内容の周知等

7月
防災訓練説明会

すぐ取り組める

対策の周知等

実態調査

○病院向け説明会

・設置運営要綱の改正

・ＢＣＰ策定ガイドラインの改定
・災害時医療救護活動ガイドラインの改定


